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１． 目的 

 本研究では、隠れたカリキュラムの観点から学

校現場で生じる過剰適応の原因を明らかにし、解

決策の提案を行うことを目的とした。 

 

２． 研究方法 

本研究の考察は、全 3章で組み立てた。第 1章

では、過剰適応に関して社会化・個性化の概念を

もとに整理した。第 2章においては、学校教育が

生み出す子どもの過剰な社会化の側面に着目し、

役割・支配の観点から考察を行った。第 3章では、

学校教育の隠れたカリキュラムを捉え直し、子ど

もの過剰な社会化に対する解決策を検討した。 

 

３． 考察 

3-1 「過剰適応」と「社会化」の関係 

「適応」は心理的な内的適応と社会的・文化的

な外的適応からなる。前者は自分らしい自己を形

成する個性化に、後者は社会からの期待を内在化

する社会化に相当する。過剰適応は内的不適応感

と過剰な外的適応からなり、社会化過剰の側面を

もつといえる。社会化は児童期の重要な課題であ

り、社会化の場のひとつである学校は子どもの社

会化過剰を助長する可能性があると考えられる。 

3-2 学校現場における「社会化」の現状 

 カリキュラムは教師の意図の観点から、明示さ

れたカリキュラムと隠れたカリキュラムに分類で

き、後者のひとつに児童・生徒という役割が考え

られる。教師が描くよい子像を基にした生徒化を

求められる子どもは、役割期待を遂行している。

教師と子どもの関係性は、役割期待を互いに遂行

することでその役割が再生産される構造をもつ。

また、教師・子ども間の支配的な関係性は、子ど

もに教師の正当な権威を感じさせる。この権威は、

学校現場が監視者の視線を内面化し自発的に従属

化することを求めるパノプティコンとして機能す

ることで自動化・没個性化され、子どもは権威を

暗に感じ取って規律訓練化される可能性がある。 

3-3 学校教育における子どもの過剰な「社会

化」からの脱却 

 過剰な規律は社会化過剰傾向を生む。明示され

たカリキュラムである校則でさえ、規律の度合い

によって社会化過剰を生み出す隠れたカリキュラ

ムとして機能するため、教師・子ども共に過剰な

規律に自覚的になる必要がある。また教師は、集

団社会における構造的役割と相互行為で創造する

対人的役割の両方を果たすため、役割期待から外

して振る舞う役割距離や役割期待を選択して組み

立てる役割形成を行い、教師の正当な権威のイメ

ージを崩す必要がある。そして、教師・子ども共

に対人的役割の創造という面を意識した上で、行

動が互いの役割を強化することを自覚し、関係性

を創り上げる行動を取る必要があると考えられる。 

 

４． 結論 

 本研究の考察を総括すると、学校教育における

子どもの過剰適応の要因には、教師と子どもの「役

割」や「支配」といった隠れたカリキュラムの影

響があることが明らかとなった。教師・子ども共

に、互いの役割や支配的な関係性を「自覚」して

行動することが、子どもの過剰適応への解決策の

ひとつであることが示唆された。 
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